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ではそれぞれ90.6±3.1%~,84.7±3.7%,68.7±4.7%

であったが,併用群ではそれぞれ98.3±1.79/6'.95.0±

3.69,6J,88.2±4.89/6̀と併用群で有意に高値であった.

これらの成績から.弁置換後の抗血小板剤を併用 した

抗凝血療法は,多少の煩わしさを伴うものの,生命予後

の改善.脳合併症,心筋梗塞,心弁関連死亡などを含め

た重篤な合併症を減少させる点で極めて有用と考えられ

る.

Ⅱ. ワークショップ

｢抗血 ′ト板療法をめ ぐって｣

1)脳梗塞急性期の血小板機能の変動
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2)当院における脳梗塞患者に対す る抗血小板

療法
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1)腎疾患における血小板凝集能の検討
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【臼的】腎疾患と血小板凝集能の関係iこついて検討し

た.【対象】平成元ifL･かこ､)3年までに腎生検と血′卜板凝

集能榛東を施行されている61例.【方法】コラーL,!ン,Aロp,

エビネ~7りン. りスト七千ン添加による血小板凝集能を

測定 し.妊娠ヰ一番症5例,IgA 腎症16例,h･心norabnor-

malities16例, メサンギウム増殖性腎炎12例と正常人

とで比較検討 した.【結果】 I+トンギ｢H､増殖性腎炎で

有意な凝集能の先進を認めた.妊娠中毒症では先進傾向

を認めた.自然凝集を認めた3例では腎生検にて複合的

な腎疾患の健をとっていたが予後との関係は明瞭ではな

かっ六二.

21発熱,意識障害を伴い,抗血′｣＼糖剤が著効

を奏 した血小板減少症の 1例

-血栓性血小板減少性紫斑病 と考えて よ
いか-
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64歳の男性.入院 1週間前より38℃の発熱あり,前日

よil意識障害も出現 し入院.入院時意識 しべ′Lは晴眼傾

向で,心肺腹部所見に異常なく.左片麻噂を認め,看取

炎症所見 貧血なく,血小板が5万と減少していた.蛋

白尿,血尿あり.BUN.Cr.は軽度上昇.

固線溶糸では Am の延長と.′I､Al∴ PICの増加

を認めた.FI)P,Fibrinogenは正常で,′､ブ トゲロビ

ンも正常.骨髄穿刺では赤芽球系が軽度低形成.髄液所

見に異常なく,頭部 CT 上異常所見なかった.TTP

の初期の可能性もあり,入院初日よりチャロピジン 300

mgの投与を開始 した.第4日より徐々に血小板も上昇


